2008年7月9日

２１世紀気候変動予測革新プログラム　チーム１（長期）第４回研究運営委員会

日時：2008年７月９日（水）　１４：００－１６：００

場所：海洋研究開発機構　横浜研究所

　　（神奈川県横浜市金沢区昭和町３１７３－２５）

　　　地球情報館　４Ｆ　大会議室　

これまでの成果と今年度計画、および関連情報

文部科学省　和田氏

２１年度予算に向けて準備中


８月２１日に一般向け講演会。６００人ほどを集めて行う。

時岡氏：

ESの状況について。

ESは１０月からリプレース作業。半分が新しいシステム160ノード131TFLOPS.実行速度は２倍程度。10月からは半分のノードでけいさんを行うことになる。他チームとの競合もある。

目的と体制：最長で300年先までの地球温暖化予測実験を行う。CO2のどう安定化シナリオのもとでの、長期的な地球環境の変化や共用される人為起源CO2排出量の予測。

吉田氏（電中研）：

NCARのモデルに炭素循環モデルを組み込む。

荒川氏(RIST)：

日本標準カップラーの作成・実用化・公開

B1　長期予測不確実性

川宮氏(FRCGC)：

階層的モデル実験による不確実性の低減。

予測に伴う不確実性を定量定期に評価する。

簡略気候モデル　MIROC-Lite

C 影響評価

横沢氏　（農業環境研）

横木氏　（茨城大）

沿岸災害リスク。

海面上昇と高潮氾濫リスクの評価。

MRI 20kmモデルでも台風は弱い。

A4 先端モデル開発

富田氏(FRCGC):

NICAMの開発。

台風の発生・発達の再現。予測精度の向上。

１－３年：モデル開発

４－５年：プロダクト

MJOの結果をおす方がよい。

降水量、強度は、14, 7,3,5kmで強さは熱帯では収束しない。強さは一定にならない。

中緯度は概ねよい。あまりみていない。

和田氏(FRCGC):

植生モデル。

総合討論：

地球シミュレータの利用について

革新については、今年度後半も割り当て課題として利用できる。

来年度からの方針は案ができている段階。地球科学の中でも気候変動に重点を置く。民間の部分は０になる可能性も。外国とのMOUは維持。

すべてまだ不確定。

気候シナリオタスクグループ：

環境省のグループとの影響評価についての横断的グループ。

PCMDI (?)

